
投
書
ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

【６】

腐
女
子
リ
ン
ゴ（
　
）
１１

小
林
城（
９
）

ダ
メ
人
間（
　
）
２４

佐
々
木
寿
保（
　
）
１０

に
ゃ
ん
に
ゃ
ん（
　
）
１０

奥
村
亮
人（
？
）

山
田
の
チ
ー
ム
と
し
て
初
め
て
個
人

総
合
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
岩
手
県
人
連
合
会
ゴ
ル
フ

大
会
の
第
　
回
を
記
念
し
、
６
月
　

１０

１１

日
（
水
）
に
岩
手
県
・
雫
石
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催
す
る
こ
と
に
決

定
し
ま
し
た
。
山
田
か
ら
も
多
く
の

皆
さ
ん
が
参
加
し
、
交
流
を
深
め
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
町
民
の
皆

さ
ま
の
ご
健
勝
を
祈
念
し
ま
す
と
と

も
に
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　
ふ
る
里
山
田
同
郷
の
会
幹
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
地
宏
夫

戦
時
体
験
者
の
減
少
に
思
う

　
戦
時
体
験
者
が
減
少
し
て
い
く
中

で
、
過
日
　
月
８
日
は
今
か
ら
　
年

１２

６６

前
、
真
珠
湾
急
襲
の
米
英
と
の
開
戦

の
日
だ
っ
た
。
ち
ま
た
で
は
悲
惨

だ
っ
た
あ
の
戦
争
を
忘
れ
去
り
、
風

化
寸
前
の
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な

古
里
山
田
の
皆
さ
ん
へ
報
告

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
本
年
が
山
田
の
皆
さ
ま
、
ふ

る
里
山
田
同
郷
の
会
の
皆
さ
ま
に
と

り
ま
し
て
、
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ

う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
私
か
ら
は
岩
手
県
人
連
合

会
ゴ
ル
フ
大
会
の
様
子
や
そ
の
結
果

に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。
こ
の
大

会
は
東
京
や
そ
の
近
郊
に
暮
ら
す
岩

手
県
出
身
者
の
交
流
を
目
的
に
、
毎

年
　
月
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
開

１０
催
当
初
は
１
０
０
人
足
ら
ず
だ
っ
た

参
加
者
も
現
在
で
は
２
０
０
人
を
超

え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　
ふ
る
里
山
田
同
郷
の
会
ゴ
ル
フ
同

好
会
か
ら
も
毎
年
参
加
し
て
お
り
、

昨
年
　
月
９
日
に
開
催
さ
れ
た
第
９

１０

回
大
会
に
は
会
員
　
人
中
　
人
が
参

３０

１２

加
し
ま
し
た
。
大
会
は
千
葉
県
野
田

市
の
紫
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
か

れ
、
総
勢
２
２
０
人
が
参
加
。
小
雨

の
中
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
過
去
８
回
の
大
会
で
山
田
の
チ
ー

ム
は
団
体
戦
で
優
勝
１
回
、
準
優
勝

１
回
、
３
位
２
回
の
成
績
を
収
め
て

い
ま
す
が
、
昨
年
の
第
９
回
大
会
で

は
佐
藤
正
七
さ
ん
（
豊
間
根
出
身
・

　
歳
）
が
並
み
居
る
強
豪
を
抑
え
て
、

６０

とよまね　あん ちゃん

（わかば幼稚園・６歳）

　大きくなったらケーキ屋さん

になって、みんなにおいしいイチ

ゴのケーキを作ってあげたいな。

い
。　
今
振
り
返
っ
て
、
当
時
私
も

戦
時
色
で
ゲ
ー
ト
ル
（
巻
き
脚
半
）

姿
で
山
田
青
年
学
校
へ
通
学
し
て
い

た
が
、　

歳
で
現
役
徴
集
と
な
り
、

１９

中
国
新
京
（
現
長
春
）
で
陛
下
の
玉

音
放
送
を
耳
に
し
、
終
戦
を
知
っ
た

の
だ
っ
た
。
餓
死
し
た
戦
友
を
現
地

に
葬
っ
て
き
た
が
、　

年
４
月
、
引

２２

揚
船
に
乗
る
際
、
後
ろ
髪
を
引
か
れ

る
思
い
だ
っ
た
あ
の
日
を
忘
れ
る
こ

と
が
な
い
。

　
新
年
を
間
近
に
し
て
賀
状
交
換
も

平
和
な
時
代
な
れ
ば
こ
そ
で
、
国
の

た
め
戦
場
で
若
い
同
胞
が
命
を
絶
っ

て
い
た
過
去
を
、
片
時
も
風
化
さ
せ

て
は
な
ら
な
い
気
が
す
る
。

　
齋
藤
忠
雄
（
船
越
・
　
歳
）

８２

大
切
な
山
田
の
海
を
守
ろ
う

　
青
く
美
し
い
山
田
の
海
は
町
民
の

宝
で
あ
り
誇
り
で
す
。
き
れ
い
な
海

か
ら
と
れ
る
ホ
タ
テ
や
カ
キ
を
自
信

を
持
っ
て
販
売
で
き
る
こ
と
も
私
た

ち
漁
業
者
の
誇
り
で
す
。
微
力
で
も

海
を
守
る
た
め
に
女
性
部
活
動
の
一

環
と
し
て
天
然
せ
っ
け
ん
「
わ
か
し

お
」
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
市
価
よ

り
少
々
高
い
の
で
、
漁
業
者
の
中
に

は
断
る
人
も
あ
り
ま
す
。
今
は
い
ろ

い
ろ
な
洗
剤
が
使
わ
れ
て
お
り
、
水

質
の
汚
染
が
心
配
で
す
。
山
田
湾
は

水
深
が
あ
る
だ
け
に
一
度
汚
染
さ
れ

る
と
回
復
が
難
し
い
と
の
こ
と
。
汚

岩手県人連合会ゴルフ同好会の佐 木々道義会長（八
幡町出身）から優勝カップを受け取る佐藤正七さん（左）

イラスト

【７】

◆投稿規定　試住所、氏名、年齢、電話番号を明記。ペンネーム、匿名での掲載を希望する方はその旨をさら
　に付け加えてください試住所、氏名が記入されていないものは掲載しません試営利・政治的活動を目的とし
　たものや、特定の個人・団体をひぼう・中傷するものは掲載できません試投書を添削することがあります。
◆あて先　〒０２８－１３９２（住所不要）山田町役場総務課情報管理担当へ。

と
っ
ち（
９
）

蛇
石
葉
月（
　
）
１０

Ａ
ｄ
ｄ（
　
）
１４

Ｔ
・
Ｇ
・
Ｉ（
　
）
１２

新
年
早
早
ね
ぼ
け
て
ん
じ
ゃ

ね
ー
ぞ
！
ゆ
っ
き（
　
）
１２

冨
山
百
恵（
　
）
１０

田
畑
育
磨（
？
）

Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｕ
Ｉ（
　
）
１５

湊ゆうき（７） 神崎（１１）

染
さ
れ
た
海
か
ら
と
れ
た
魚
や
貝
は
、

販
売
す
る
こ
と
も
食
べ
る
こ
と
も
で

き
ま
せ
ん
。
大
切
な
山
田
の
海
を
み

ん
な
で
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
山
田
湾
漁
協
女
性
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
豊
子

園
児
と
の
触
れ
合
い
楽
し
く

　
師
走
に
入
り
、
楽
し
み
に
し
て
い

た
織
笠
保
育
園
の
生
活
発
表
会
に
足

を
運
ん
だ
。「
そ
ー
れ
そ
れ
そ
れ
お

祭
り
だ
」
の
曲
で
幕
が
開
け
、
園
児

た
ち
が
小
さ
な
み
こ
し
を
担
い
で
登

場
。
続
い
て
笛
や
太
鼓
の
祭
り
ば
や

し
に
合
わ
せ
て
、
虎
舞
や
太
神
楽
が

披
露
さ
れ
、
あ
ど
け
な
く
踊
る
園
児

の
姿
が
と
て
も
か
わ
い
か
っ
た
。

　
余
韻
残
る
　
日
、
陸
中
海
岸
青
少

１３

年
の
家
で
シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
と
さ

く
ら
幼
稚
園
と
の
交
流
会
が
開
か
れ
、

会
場
は
笑
い
が
た
え
な
か
っ
た
。

「
あ
の
青
い
空
の
よ
う
に
」
の
歌
の
よ

う
に
、
日
々
の
生
活
の
中
で
情
緒
豊

か
に
成
長
し
て
い
く
園
児
た
ち
に
も

ろ
も
ろ
を
重
ね
、
目
が
う
る
ん
だ
。

　
ひ
と
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
は
、

「
あ
わ
て
ん
ぼ
う
の
サ
ン
タ
さ
ん
」
の

曲
を
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
と
ギ
タ
ー
の

演
奏
に
合
わ
せ
て
童
心
気
分
で
歌
っ

た
。
サ
ン
タ
か
ら
園
児
た
ち
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
が
あ
り
、
園
児
た
ち
か
ら
私

た
ち
に
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
が
贈
ら

れ
た
。
最
後
に
み
ん
な
で
大
き
な
輪

に
な
り
「
幸
せ
な
ら
手
を
た
た
こ
う
」

を
歌
う
と
交
流
会
も
最
高
潮
。
と
て

も
楽
し
い
ひ
と
と
き
だ
っ
た
。

　
菊
地
サ
カ
ヱ
（
織
笠
・
　
歳
）

７２

　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

孫
増
え
て

枕
買
う
か
繕
う
か

早
く
も
師
走
日
め
く
り
を
は
ぐ

　
大
町
テ
イ
子
（
大
沢
・
？
歳
）

見
え
ね
ど
も

大
漢
和
辞
典
手
に
取
り
て

一
目
見
た
さ
に
ペ
ー
ジ
を
開
く

　
菊
地
孝
進
（
船
越
・
　
歳
）

８６

う
み
ね
こ
が

餌
を
も
と
め
て
魚
市
場

朝
日
輝
く
美
し
き
朝

　
大
川
ヒ
メ
子
（
大
沢
・
　
歳
）

６３

ワカメの収穫時期に思うこと
　12月某日は寒中とも思われないような暖かさと、

沖の方も凪の良い一日だった。だが、祖母が折りにつ

け、よく話してくれたことの中の一つ「寒中の高凪と

おなご（女）の高笑いは故障の元」のことわざにぴっ

たりの一日だった。今後の気象が懸念されるところ

である。岸壁の風陰では、漁師らが日だまりを求めて

バンタロー（一斗缶などで作ったストーブ）を囲んで

盛んに論議の最中。ワカメの収穫を控え、どうやらワ

カメについての話のようだった。みんなワカメにつ

いて自分の今までの長い経験からユーモアたっぷり

に得意気に語り合うから話題がなかなか尽きない。

　ワカメについて私にも笑い話になるような 嘘 みた
うそ

いな経験がある。それは某県立高校の教頭先生との

話である。先生の好物の一つに生ワカメがあると言

われたので、毎年一番採りを宅配で届けている。先生

は、いろんなお店屋さんでいろんな産地のワカメを食

べてみるが、大浦産のような味のワカメが見つからな

い。従って二度とお店屋さんのワカメを買う気にな

れないので、本当のワカメの味のある大浦物が食べた

いとのことである。先生の一番の嗜好的な食べ方は

生で食べること、特に刺身が最高と言われていたので、

鮮度が命。よって自分とすれば最高、最良の水揚げし

た生そのものを宅急便に託した。自分とすれば自信

満々たるワカメゆえ、最高の賞賛の辞なるものを期待

していた。

　早速、連絡があり開口一番、「今届いたんですが、こ

れがワカメですか。腐っているじゃないですか？」と。

茶褐色でいつものワカメと色合いが全然違う、よって

腐っているのではないかとのこと。電話の向こうは

真剣そのもの。無理もない話である。ワカメについ

ての知識もなく、ただ食べているだけでは…。先生と

は「万能」と思っていたが、何か裏切られたような気

がした。後に先生から「ワカメとは最初から鮮やかな

申緑色疹をしているものだと思っていた」と連絡が

あった。それからワカメについてつぶさに説明。ワ

カメは確かに海の草ではあるが、野山の草のように花

が咲いて種がなり、その種によって繁殖するのではな

く、胞子によって繁殖するので、「海草」ではなく「海

藻」と書く旨などをお話し、お互いに大笑いした。ワ

カメの収穫時期になるとこの日のことを思い出す。

山 﨑 卓 三（大浦・？歳）


